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問1 日本の労働政策において、事業主に対して一定割合以上の障害者の雇用を義務づけるとともに、納付金制度などを通じて雇用
に伴う経済的負担の調整や雇用の促進を図ることを定めた法律は何か。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  障害者雇用促進法 2.  高齢者虐待防止法 3.  障害者差別解消法 4.  障害者虐待防止法

問2 世俗の生活を送りながらも、煩悩に汚されることなく、他者救済の菩薩道を実践できることを説き、出家者中心の仏教を批判
して在家の立場から真の仏教のあり方を示した、大乗仏教を代表する経典は何か。 （2026年　全国公立入試　類似）

1.  般若経 2.  法華経 3.  華厳経 4.  維摩経

問3 一国の領土内で新たに生み出された付加価値の合計額を指し、海外に居住する自国民が得た所得を含まない一方で、その領土
内で活動する外国人が生み出した価値は含む、経済活動の規模を測る代表的な指標を何というか。 （2026年　全国公立入試　類似）

1.  国民純生産 2.  国民総生産 3.  国内総生産 4.  国民総所得

問4 近年、建設業などの異業種が経営の多角化を目指して農業分野へ参入する動きが活発化している。このように一般企業（法
人）がリース方式によって農地を借り受けて農業に参入することを原則自由化した、2009年に大幅な改正が行われた日本の法
律は何か。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  借地法 2.  農地法 3.  農会法 4.  森林法

問5 ナチスの強制収容所での過酷な体験を精神医学者の視点から見つめ、人間が単なる数字として数量化され、組織的な目標のも
とで個人の存在が蔑ろにされる極限状態を描きつつも、人間が生きる意味を求め続ける尊厳ある存在であることを示した著書
のタイトルは何か。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  理性と実存 2.  存在と無 3.  死と愛 4.  夜と霧

問6 アメリカの政治学者ジーン・シャープが提唱した、独裁体制に対して武力を使わずに抵抗する手法。市民が自主的な非政府団
体を多数組織して社会の自律性を高め、人々の自由な交流や連帯を通じて権力への依存を断ち切ることで、独裁権力を崩壊に
導くことができるとした、この抵抗方法を何というか。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  非暴力不服従 2.  市民的不服従 3.  環境保護運動 4.  非暴力的闘争

問7 資本主義経済における契約自由の原則のもとでは、当事者双方が対等な立場で合意することが前提となる。しかし、実際には
経済力に勝る使用者に対して労働者の立場が弱いため、この原則をそのまま適用すると労働者に不利な条件が課される恐れが
ある。そのため、国家が介入して労働条件の最低限度のルールを定め、労働者を保護することを目的として制定された、日本
の代表的な法律は何か。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  労働組合法 2.  最低賃金法 3.  労働契約法 4.  労働基準法

問8 経済的格差を是正し所得の再分配を図るため、課税対象額が大きくなるに従って、より高い税率を適用する課税方式を何とい
うか。 （2026年　全国公立入試　類似）

1.  累進課税制度 2.  総合課税制度 3.  比例課税制度 4.  逆進課税制度

問9 功利主義の立場において、ベンサムが法律や世論といった外部からの強制力を重視したのに対し、その修正を試みた思想家
は、他者への同情や共感といった社会的情感情に根ざす、自己の良心の痛みによる強制力を重視した。この強制力を何と呼ぶ
か。 （2026年　全国公立入試　類似）

1.  物理的制裁 2.  道徳的制裁 3.  外面的制裁 4.  内面的制裁

問10 発展途上国の低所得層（購買力平価で年間所得が3,000ドル未満の層など）を対象として、現地の人々の生活水準の向上や社
会課題の解決に貢献しつつ、自社の利益も確保することを目指す持続可能な企業活動を何と呼ぶか。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  BOPビジネス 2.  フェアトレード 3.  ソーシャルビジネス 4.  SDGsビジネス
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答え合わせ・解説 No.4

問1 答え 1
障害者雇用促進法

障害者の雇用の促進等に関する法律（障害者雇用促進法）は、障害者の職業の安定を図るため、国
や地方公共団体、民間企業に対して一定割合以上の障害者の雇用を義務づけている。この義務を果
たすための基準として法定雇用率が定められており、未達成の企業からは納付金を徴収し、達成し
ている企業に対して調整金や報奨金を支給する制度が設けられている。

問2 答え 4
維摩経

大乗仏教では、出家して世俗を離れることだけが仏道ではなく、煩悩に満ちた現実世界（輪廻）に
とどまりながらもそれに染まらず、他者救済（利他）に努めることが重視された。この思想を、在
家の信者である維摩（ヴィマラキールティ）を主人公として劇的に描いたのがこの経典である。泥
の中に咲きながらも泥に染まらない蓮華に例えて、世俗における菩薩のあり方が説かれている。

問3 答え 3
国内総生産

一国の領土内（国内）で一定期間内に新たに生み出された付加価値の合計額を指す。自国民が海外
で得た所得を含み、国内の外国人が得た所得を除く「国民総所得（GNI）」や「国民総生産
（GNP）」とは、居住者と領土のどちらを基準にするかという点で区別される。

問4 答え 2
農地法

2009年の農地法改正により、企業の農業参入が原則自由化され、建設業などの異業種が経営の多角
化を目的として参入する事例が増加した。参入企業にとっては生産した農産物の販路の開拓が最大
の課題となっており、自治体によるビジネスマッチングなどの支援が行われている。

問5 答え 4
夜と霧

オーストリアの精神医学者フランクルは、第二次世界大戦中にアウシュヴィッツなどの強制収容所
に送られた。彼はその極限状態における体験を客観的に分析し、人間が単なる数量として管理さ
れ、個人の尊厳が奪われる状況を描き出した。しかし同時に、どのような過酷な状況にあっても、
人間は自らの生きる意味を見出し、精神的自由を保ち続けることができると主張した。この体験と
考察をまとめた名著が『夜と霧』である。

問6 答え 4
非暴力的闘争

ジーン・シャープは、独裁体制に対抗するために武力ではなく非暴力的な手段を用いることを提唱
した。市民が自主的な非政府団体を組織して社会的なネットワークを形成し、相互に関心を持ち合
うことで、独裁権力に対する社会の抵抗力と自律性を高めることができるとした。

問7 答え 4
労働基準法

資本主義社会において、労働者と使用者は法的には対等な契約の主体とされるが、現実の経済的力
関係においては労働者の方が弱い立場にある。そのため、契約自由の原則を無制限に適用すると、
労働者にとって過酷な労働条件が設定される危険性がある。これを防ぐため、国家が介入して労働
条件の最低基準を定め、労働者を保護する目的で労働基準法が制定された。同法に定める基準に達
しない労働契約は無効とされ、その部分は同法で定める基準に置き換わる。

問8 答え 1
累進課税制度

所得が多くなるほど高い税率を適用する仕組みであり、所得税や相続税などに導入されている。こ
れにより、高所得者から多くの税を集め、社会保障などを通じて低所得者に還元することで、社会
的な格差を縮小させる効果（所得再分配機能）を持つ。これに対し、消費税などは所得の低い人ほ
ど負担感が重くなる「逆進性」を持つ。

問9 答え 4
内面的制裁

ベンサムは物理的・政治的・道徳的（世論）・宗教的な4つの「外面的制裁」を重視したが、J. S.
ミルはこれらに加えて、義務に背いたときに心の中に生じる痛みや良心の呵責である「内面的制
裁」を、道徳的行為を促す究極の強制力として重視した。

問10 答え 1
BOPビジネス

発展途上国の低所得層（Base of the Pyramid）を対象とした企業活動は、BOPビジネスと呼ばれ
る。これは、単なる慈善活動や援助ではなく、現地の人々に必要な製品やサービスを安価で提供す
ることで、生活水準の向上や社会課題の解決を図りながら、企業としても持続可能な利益を確保す
るビジネスモデルである。


